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 「明けましておめでとうございます。」と、はじめにご挨拶したいところですが、  

大きな地震災害に見舞われ、今も大変な状況にあり、苦しく辛い思いをされて  

いる方たちを思うと、その言葉がなかなか出てきません。新しい年を迎え、 

今年度をしめくくる３学期がスタートしたというのに、息が詰まる思いを  

しているのは皆さんも同じことと思います。しかし、今、私たちにできる 

ことは、平穏な日々に感謝するとともに、何事にも前向きに精一杯挑戦し、  

少しでも自分の力を高められるよう励むことだろうと思います。 

一年間の総まとめであり、次の学年、ステージで輝く準備をするための３学期です。保

護者、地域の皆様のおかげで充実した冬休みを過ごし、元気に登校した児童生徒の皆さん

とともに、今日は３学期の始業式で、その思いを新たにしました。 

今年の干支は辰（たつ）です。諸説あるようですが、「辰」という漢字は「振るう」とい

う文字に由来しており、自然界のあらゆる物が成長して活力が旺盛になる状態を表すそう

です。また、辰は竜（龍）のことでもあり、十二支の中で唯一の空想上の生きものですが、

龍は古くから中国で権力の象徴とされ、縁起の良い生き物とされてきました。架空の生き物

ではあるものの、東洋で権力・隆盛の象徴とされていた龍は、人々にとって身近な存在であ

ったことから干支に選ばれたのではないかとも言われています。 

いずれにしても、辰年には勢いがありそうです。どんな困難にも立ち向かう力強さを手に

できる年になりそうです。めげず、くじけず、投げ出さず、新しい年の目標を掲げ、途中で

あきらめることなく、前を向いて挑戦し続ける一年にしてください。 

３学期は１年のまとめの時期です。これまでお世話になった方たちや、恵まれた環境・場

所、チャンスに感謝し、次の学年や卒業後の進学に向けてしっかりと学習を積み上げ、進化

する、かけがえのない学期にしてください。目標に向かって向上することを願っています。

一日一日を大切に過ごしましょう。 
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第１４号 
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令和６年(辰年) (令和 5 年度)３学期 スタートしました♪  

白嶺から福島へ♥福島から白嶺へ 

 感謝状とお礼のお手紙が届きました♪  



「福島ひまわり里親プロジェクト２０２３白嶺」は裏面で紹介します。 

 “ふくひま”～福島ひまわり里親プロジェクト２０２３白嶺～  の歩み   

今年も「福島ひまわり里親プロジェクト」に参加しました。これは東日本大震災後の復興

のシンボル“ひまわり”を福島の大地に咲かせる取り組みです。全国の人が里親となってひ

まわりを育て、採れた種をまた福島に送ることで雇用の創出や絆づくり、防災教育につなげ

る取り組みです。白嶺小では、理科の時間を中心に福島から届いた種を植え、育て、種をと

りました。 

 
５／１５  
ふくひま種  
の受け取り

 

５／１６ 「ふくひま」種まき 福島からあずかったひまわりの種を一人一粒ポットにまきました。 

 

 

５／３１ 発芽しました！  

 

 

 

 

 

 

９／２０ 

 ヒマワリの種がたくさん･･･  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒマワリの種を、金沢村田製作所の方に福島県の福祉作業所へ届けてもらいました。 

来年のプロジェクト用に種をパック詰めしたり、種の油を絞ってバスの燃料にしたり 

する仕事に使われるそうです。今年は去年よりも多くの種が本校でとれました。 

７／２７ 

こんなに大きく 

咲きました♪ 

 

芽が出るのは

いつかな？ 

 

 

ふたば（子葉）が出たので、畑の周りに植え替えました。 

ますます大きく育ってくれることでしょう。 

１０／１３ 

収穫した種を 

福島へ♥ 

 

福島から届けられた、ひまわりの種をあずかりました。 

 

ヒマワリの種がたくさん採れました。 

焼き網を使うとパラパラ･･･上手に 

実をはずすことができました。 


